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Abstract:
The purpose of this study is to investigate the influences that the open research and 
development about Foreign Language Activities to teachers’ consciousness at an elementary 
school.  D Elementary School is an ordinary public school.  The teachers at the school are 
ordinary teachers.  They are not ones who speak English especially. However, the teachers at 
D elementary school had to struggle the open research and develop about Foreign Language 
Activities. So I wanted to investigate their consciousness paying attention to the open 
research and development about these activities.  I have investigated the changes of the 
consciousness of six teachers which were affected by the open research and develop about 
Foreign Language Activities at D Elementary School.  As a result, I found the three elements 
about the changes of the consciousness. One is the pressure that they must open their English 
class.  The next one is that the teachers noticed Foreign Language Activities was a class by 
guidance principals which was based on communication activities. The last one is that they 
watched children’s joyful activities and growth through these activities.
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１．はじめに
平成23年度、日本全国の小学校で外国語活
動（ 5・6 年：年間35単位時間）が必修の活動
として導入された。これは、小学校教育に大き
な質的転換が求められたことを意味する。現
在、文部科学省では平成32年の東京オリンピ
ック開催を視野において、小学校 5・6 年に教
科としての英語を、小学校 3・4 年では外国語
活動を実施することを検討している。さらなる
英語重視の方向性である。小学校の教員は、新
たな教育課題を突き付けられることになる。
本研究の目的は、外国語活動・小学校英語活
動（1）の教育委員会の研究指定が、小学校教師
の意識にどのような影響を及ぼしているかを探
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ることである。小学校教育の中で英語の比重が
大きくなっていくのが、現在の動向である。と
ころが、現在の小学校教諭免許状に関して、教
育職員免許法にも教育職員免許法施行規則に
も、外国語活動に関する単位規定がない。それ
は、特別に学習してきた小学校教員以外は、外
国語活動に関する学修をせずに教壇に立ってい
ることを意味している。英語という教科が成立
し、教育職員免許法や教育職員免許法施行規則
に、英語や英語科教育法に関する単位規定が定
められたとしても、当面の間、小学校教師の多
くは、英語の指導をすることをあまり念頭に置
かずに教師になっ教師なのである。そのような
教師が、新たな教育課題に向かって指導法研究
をしなければならないのである。本研究を進め
ることは、小学校における英語科や外国語活動
推進等の新たな教育課題に臨む教員の在り方に
示唆を与えるものであると考える。
本研究を進めるにおいて、事例としては、東
京都江戸川区教育委員会の研究指定を受けたＤ
小学校（2）を選んだ。この研究指定では研究発表
のために多少の予算は付くが、Ｄ小学校は特別
な人的配置のないごく普通の小学校である。教
師たちは最初、どちらかと言えば後ろ向きの姿
勢であった。それが徐々に前向きに変化してい
った。その要因を探求したいと考えたのである。
Ｄ小学校が研究指定を受けるに至った経緯を
説明する。江戸川区教育委員会は、平成23年
度の外国語活動の本格実施を前にして、平成
21・22年度の 2 年間に、区内の各小学校に30
時間の研修を行うよう指導した。また平成22
年 2 月には、小学校外国語活動指導資料（3）を
作成し、各小学校に配布した。そのような状況
の中で、Ｄ小学校では平成22年度の校内研究
を外国語活動に絞り込み、「進んでコミュニケ
ーションを図ろうとする子供の育成を目指して 
～外国語活動を通して～」という研究テーマを
掲げ、指導法研究に取り組んだ。1 年から 6 年
までの担任を縦割りにした 2 分科会を編成し、
そこに特別支援学級担任、専科、養護教諭も参
加する研究組織を作った。そして、5 年生・6
年生の学級の児童を対象として、指導法研究を
行った。そのため、ある研究授業では 5 人もの
教師が授業者としてティームティーチング指導
をすることもあった（4）。平成22年度末になり、
校長は指導法研究を深めるためには研究指定を
受けることがよいだろうと考え、江戸川区教育
委員会に申し出た。筆者はＤ小学校のＭ校長か
ら依頼を受けて、平成22年の校内研究から始
まり、平成23年度の江戸川区教育委員会の研
究指定との 2 年間、校内研究に関わってきた。
研究指定が終了した場合、教師集団がやっと終
わったという意識になり、そこで実践が停滞す
る場合が多い。だが、Ｄ小学校はそうではなか
った。
研究指定を受けている環境の中での指導法研
究活動が、Ｄ小学校の教師の意識にどのような
影響を与えたか、どのような要因が教師の意識
を前向きに変化させたかを、教師の意識変容を
精緻に探っていく中で明らかにしたいと考え
た。教師の意識を変容させた要因を洗い出し、
それらを意図的に校内研修に取り入れること
は、新たな教育課題に立ち向かう力を培うこと
に繋がると考えたからである。
２．外国語活動に関連した研究の経緯
筆者は平成10年度から、小学校において実
際に小学校英語活動の授業を行い（5）、授業原
理の研究（6）、カリキュラム開発（7）等を行って
きた。平成20年度からは、東京都内の10校ほ
どの小学校において、外国語活動の校内研究に
関わってきた。それらの学校において、筆者は
外国語活動の授業は、学習指導要領で示された
「言語や文化について体験的に理解」、「コミュ
ニケーションを図ろうとする態度の育成」、「基
本的な表現に慣れ親しませ」ること、「コミュ
ニケーション能力の素地を培う」（8）等の目標
に基づき、外国語を通したコミュニケーション
能力を体験的に育成するということに重点をお
いた話をしてきた。つまり、教科としての英語
とは異なるものとしての指導である。
そして塚本の指摘のように、「子どもたちを
当初から英語漬けにしてしまうのではなく、世
界の多言語状況を認知させた上で、言語教育を
するのが賢明」（9）という点についても強調し
た。また、吉村が指摘しているように、小学校
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英語活動が「多言語・多文化主義や共生原理に
基づく要請によるものとは考えにくい」（10）と
いう点にもふれ、国際理解教育としての外国語
活動・小学校英語活動を目指して欲しいという
点を強調した指導もしてきた。さらに、各教科
や特別活動等の指導においても、母語によるコ
ミュニケーション能力育成も視野に入れて、日
常の教育指導を進めることにも力点を置いた指
導を行った。指導においては、多田のコミュニ
ケーション指導論（11）から多くを学び取り入れ
た。
筆者は小学校教師と接する中で、多くの教師
が外国語活動の授業を実施することに不安を抱
いていることを感じた。地域によっては、外部
講師にほぼ頼った形で授業が進められている事
例（12）もある。そのような状況に鑑みて、外国
語活動を推進する教師を育成する研究の重要性
を認識するようになった。そこで、外国語活動
の校内研究が教師の意識にどのような影響を及
ぼしたかを探る事例研究（13）を行ってきた。本
研究は、その延長線上にあるものであり、外国
語活動をテーマとした研究指定に焦点を当てた
事例研究である。
３．研究の手順と方法
研究の手順としては、まずＤ小学校の外国語
活動・小学校英語活動への取り組みの現状、教
師の意識の変容についての要因調査の観点を整
理する。そのうえで、6 名のＤ小学校の教師の
意識について、インタビュー調査を行い、それ
を分析することにした。今回のインタビュー調
査は通常の社会調査の域をでるものではない
が、ライフヒストリー研究を意識した。ライフ
ヒストリーについて、さまざまな定義がある
が、川又は「ある個人が時間的経過を踏まえ、
自らの経験や社会に関して解釈した記録」（14）
と定義している。そして、その作成過程を２種
類に分けている。その一つは文献資料を用いる
ものであり、「自伝・伝記・日記・手紙・メモ
など多種多様な資料」から作成されるものであ
る。もう一つは口述資料を用いるものであり、
「調査者が現在生活している対象者に会い、イ
ンタビューを通じてライフストーリーを語って
もらい、それを後に文章に書き起こす方法」（15）
である。そしてライフヒストリー研究のタイプ
もさまざまある（16）。本研究では、ライフヒス
トリーを意識した口述記録を採用している。そ
れらは、幼少期からの記憶を時間の経過を追っ
た語りから記録したものであるが、外国語や異
文化との接触と外国語活動・小学校英語活動に
限ったものであり、ライフヒストリーとしては
不十分なものである。インタビューでは、個々
の教師の幼い頃からの生育過程と教師としての
歩みを視野に入れて、研究成果と授業の公開を
前提とした校内研究である研究指定が、個々の
教師の意識にどのような影響を与えたかを探ろ
うとした。教師の語りを読み取っていくことに
よって研究を進めた。
調査にあたっては、山崎が指摘している教師
の成長を支える契機、「教師の日常の教育実践
の遂行そのものが、その実践の担い手である教
師の力量を豊かにするための経験になってい
る」（17）という点を重要視した。山崎の指摘は、
教師の成長にとっての教育実践が重要であると
いうものである。
本研究は一事例研究ではあるが、研究の積み
重ねにより、外国語活動を小学校の現場に無理
なく定着させ、外国語活動の実践へ向けて一つ
の方向性は示すことができると考える。また、
その他の新たな教育課題に向けた校内研修を実
施する際の参考になると考える。
４．東京都江戸川区小学校の外国語活動・小学
校英語活動への取り組み
東京都江戸川区ではALT（外国語指導助手、
以後ALTとのみ表記する。）がALT派遣会社
から派遣されており、多くの場合はALT派遣
会社の作成したプログラムで、ALTに頼った
授業が実施されてきた。D小学校では、区内の
多くの小学校と同様にALTに頼った指導がさ
れていた。
そして東京都江戸川区教育委員会から、平成
21・22年度の 2 年間で30時間の研修を実施す
るようにという指導の下で、平成22年度には
校内研究として外国語活動が取り上げられた。
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平成23年度の外国語活動の研究指定は、その
延長線上に位置するものであった。
平成22年度の校内研究のテーマは、「進んで
コミュニケーションを図ろうとする子供の育成
を目指して」である。小学校学習指導要領に沿
って、コミュニケーション能力を重視したテー
マである。そして、1 年から 6 年までの縦割り
の分科会で指導法研究を行った。
平成23年度の校内研究のテーマは、前年度
と同じ「進んでコミュニケーションを図ろうと
する子供の育成を目指して」である。ただ、区
教育委員会の研究指定を受けたことと、分科会
組織を、低学年部会、中学年部会、高学年部会
としたことが異なっている。
4 月：研究推進委員会・研究全体会（進め方
の確認、実態調査、年間計画等の確認）
5 月：講演「外国語活動の研究推進」（講師
は筆者）
6 月：研究授業（第 1 学年の授業、指導講評
は筆者）
7 月：研究授業（第 3 学年の授業、指導講評
は筆者）
9 月：研究授業（第 5 学年の授業、指導講評
は筆者）
10月：研究授業（第 6 学年の授業、指導講
評は筆者）
11月：研究授業（第 2 学年・第 4 学年の授
業、指導講評は筆者）
12月：研究全体会（研究の成果と課題の確
認、研究発表準備）
1 月：研究発表会・授業公開・講演
2 月：研究推進委員会・研究全体会（研究の
振り返りと次年度に向けての検討）
3 月：研究推進委員会（研究の振り返りと次
年度に向けての検討）（18）
筆者は研修会で、母語によるコミュニケーシ
ョン能力を踏まえたコミュニケーションアクテ
ィビティーを用いた指導を行った。
５．調査者の選択と意識変容の要因調査の観点
英語指導について特別な訓練を受けていな
い、ごく普通の小学校の教師が、外国語活動・
小学校英語活動に対して前向きな姿勢を示すよ
うになるためには、そのための意識変容の要因
があるはずである。その意識変容の要因を調べ
るために、研究指定という視点を重視してイン
タビュー調査を実施した。研究発表と授業公開
を前提とした校内研究である研究指定が、どの
ように教師の意識に影響を与えたかを調べたい
と考えた。
インタビュー調査の対象者は、特別支援学級
担任や専科教諭等を除いた通常学級の担任から
選ぶことにした。授業研究は 1 年から 6 年の通
常学級で行われることになっており、通常学級
担任が研究指定の影響を、直接に受けると考え
たからである。そして、研究推進を中心的に担
ってきた教師、各学年 1 名合計 6 名に調査の依
頼をした。各学年の研究授業の内容に即した教
師の思いを知りたいと考えたからである。
6 名の教師に共通する点は、多かれ少なかれ
外国語活動に対して前向きではなかったことで
ある。そのような教師の意識を変容させた要因
を調べたいと考えたのである。
６．東京都江戸川区Ｄ小学校の 6名の教師の
意識変容
（1）調査対象の教師
Ａ：女性、33才 Ｂ：男性、38才
Ｃ：男性、24才 Ｄ：女性、51才
Ｅ：男性、45才 Ｆ：男性、29才
※年齢は調査時のものである。
※ インタビュー調査を行った教師には、事
例掲載の了承を得ている。
（2）調査内容と調査の留意点
調査対象の教師には、下記の事項についてイ
ンタビュー調査を行った。
○ 小学生・中学生・高校生の頃の外国語学
習や異文化についての思い出や意識
○ 大学生の頃の外国語学習や異文化につい
ての思い出や意識
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○ 教師になってからの外国語学習や異文化
についての思い出や意識
○ 平成22年度に、外国語活動の授業が導入
された当初に思ったことや感じたこと
○ 平成23年度に、外国語活動の校内研究と
研究発表に取り組んできて、思ったこと
や感じたこと
○ 研究会講師の指導や話で思ったことや感
じたこと、それによって意識や行動に変
化があったこと。
○ これから外国語活動・小学校英語活動に、
どのように取り組んでいきたいかについ
て思うこと
インタビューは調査対象の教師の発言の要点
を、その場でノートに書き取りながらICレコ
ーダーで録音した。その後、ICレコーダーの
再生を基に、詳細なトランスクリプト「Ｈ23
年度 東京都江戸川区立Ｄ小学校 外国語活動 教
員インタビュー記録」（19）を作成した。本論文
中の事例は、そのトランスクリプトから引用し
たものである。
（3）調査対象の教師の意識変容
聴き取り調査の内容を整理したところ、以下
のような特徴があった。そこで、その部分に下
線と記号を付した。
①研究指定に対する意識に関すること
：（１－①）、（１－②）、（１－③）、……
② コミュニケーション重視等の外国語活動
の授業やその成果に関すること
：（２－①）、（２－②）、（２－③）、……
③ 外国語活動の授業を楽しむ児童の姿等の
児童の様子に関すること
：（３－①）、（３－②）、（３－③）、……
【事例 1：Ａ（女性、33才）、教職経験 9年目、
H22年度 1年担任、H23年度 1年担任】
H24. 2. 21調査
Ａは、小学生の頃はほぼ外国語や異文化とは
かかわりを持たなかった。中学生になり、修学
旅行先の日光で英語を使って意思疎通できる楽
しさを味わっている。英語で外国人に話しかけ
る課題が出され、「その時に、初めて自分から
外国の人に話しかけて、習ってる英語が使える
んだ、通じるんだということを初めて知って、
それでサインも貰えたので、すごい嬉しかった
のを覚えています」と語っている。　
だが、英語という教科に対しては、「やっぱ
り文法とかが難しくって、苦手でした」と苦手
意識を持っていた。高校生になると、その意識
は「受験の学校だったので、進学校ですか、受
験のために、単語覚えないといけなくって…、
すごい苦手でしたね」というようになっていっ
た。教科としての英語学習を苦痛と感じている
ことが読み取れる。
その後、関東地方の私立大学教育学部に進学
した。大学生になって、「海外旅行に行った時
に、その今まで培ってきた英語力でコミュニケ
ーションを取ろうとして、まあ片言なりに通じ
たのが、まあ良かったなと思った」と語ってい
る。教科の英語ではなく、コミュニケーション
の楽しさを感じたのだと考える。
小学校の教師になってからは、中国人児童の
保護者とのコミュニケーションで苦労したよう
である。逆に韓国人児童の場合には、「日本の
風習にもとけ込んでいて、全然苦労はしなかっ
た」と語っている。
外国活動の授業に対しては、「ALT任せで、
そういうものと思ってた」、「自分で授業となる
とワアーと思いました、嫌だなと」というよう
に、他人事という意識であった。平成22年度
の校内研究では、「22年は正直人任せだったで
すね」と振り返っている。
平成23年度に江戸川区の研究指定を受け、
Ａの意識は変化していった。まず、「いよいよ
自分もT1になって指導案作りから、ALTが先
生でいないというとこでやっていくのが、やっ
と実感として持たされるというのが…」という
ように、1 年担任であっても自分の学級で小学
校英語活動として、自分が主体となって授業を
しなければならなくなったという現実が実感さ
れるようになったのである。（ 1 －①）　そし
て、「最初はすごい悩んだんですけども、どん
どん回を重ねていくうちに、とにかく楽しくっ
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て」というように変化している。さらに「教え
るのが苦じゃなくなった、抵抗感が失せた」、
「教材研究している時間が楽しくって」と語る
までになっている。その要因として、「子ども
たちもちょっといつもの授業とちがった面が見
られたりすると、さらに私も楽しくなって、じ
ゃあ次はこういうのやろうかなあと改善された
りですとか…」というように、小学校英語活動
を楽しむ児童の様子があった。（ 3 －①）
さらに児童の変容について、「積極的に、自
分から関わるようになりましたねえ。やっぱり
1 年生って時期は、自分、自分ってなるじゃな
いですか。まだ、そこまで育ってない。それ
が、外国語活動の時間に、とにかく人と関わる
というのを１年間やったおかげで、人のことを
気にできるようになりました」というように認
識している。外国語活動が、児童のコミュニケ
ーションを促進していると捉えているのであ
る。（ 2 －①）そして、「今回、これで研究させ
てもらって、いろんないいところが出てきたの
で、その、低学年の外国語に関する意識とか、
必要だなに変わりました」と語り、その理由に
ついては、「この 1 年間で子どもの変容が直に
見られたからです」と説明している。（ 3 －②）
児童が楽しんで授業に取り組み成長していく姿
が、教師の意識を変容させたのだと考える。
研究指定については、「研究指定校はやっぱ
り勉強したことを発表したいというか、見て欲
しいというのがありましたので、まあ準備なん
かも大変なんですけど、どうせやるんならいろ
んな人に見て欲しい、広めたいというのはあっ
た」といように語っている。（ 1 －②）つまり、
研究成果や自分の授業を公開しなければならな
いという条件が課されているのであれば、きち
んとやりたい、評価されたいという気持ちの表
れだと考える。
また、研修会で「実際にゲームをしたこと
が、すごい記憶に残って、子どももきっとそう
なんだろうなと思って、実際に体を動かしなが
ら楽しかったという思いがあります」と語って
いる。これは、コミュニケーションアクティビ
ティーの実施を指している。座学だけではな
く、体験的な学習を教師研修では求められてい
ると理解した。そして、「今年みたく低学年のう
ちから慣れ親しんで、英語に抵抗感が無く、耳
から入っていく授業を続けていきたいと思いま
す」と、今後も外国語活動・小学校英語活動の
授業を推進しようという姿勢になっていった。
【事例 2：Ｂ（男性、38才）、教職経験 8年目、
H22年度 6年担任、H23年度 2年担任】
H24. 2. 20調査
Ｂは小学校の頃に同級生に帰国子女がおり、
その友人との交友の中で異文化を感じていた。
中学生になり、教科としての英語にも親しみを
持っていたようである。「まあ比較的得意な教
科」とも語っている。3 年生になり受験が意識
され、「覚えなきゃいけないとか、点を取らな
きゃいけないとか、そんな意識」に変化したと
述べている。親しみを持てる教科であった英語
が、受験という要因によって、試験で点数を取
らければならない教科という方へと意識が変わ
ったことが読み取れる。高校生になると、「も
う完全に受験」、「完全に受験を意識しての勉
強」になっていったと回顧している。コミュニ
ケーションのための英語という考え方とは懸け
離れていた。
その後、関東地方の国立大学教育学部に進学
し、障害児教育を専攻した。教養部で英語が必
修になっていたが、「学校の先生になるための
勉強の、一般教養とそれがどういうふうにつな
がるかが全く分からなくって」と思っていたと
語っている。
大学卒業後、Ｂは学校ではなく大手銀行に就
職した。しばらくは銀行員として働いていた
が、30歳ごろに東京都の小学校教師になって
いる。
外国語活動に対しては、「ALTが来て、授業
をやってくれる」というようにALTに依存し、
「授業としては完全にALT任せ」だったと語っ
ている。「本当に意識の外にある小学校英語だ
った」とも語っている。
平成22年度に校内研究で外国語活動が取り
上げられたことに対しては、「いやあ、正直迷
惑だと思いました」と語った。「子どもたちの
日常にない外国語というのが入ってきて、どう
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なのと、まずは国語だとか算数だとか、低学年
でいったら生活的な事実といったことを、そっ
ちを一生懸命やればいいんだと思った」とも語
っている。また、英語に対して「暗記系」とい
う認識もあった。「おそらく言い訳で、自分が
授業できないという（笑い）、おそらく根本に
あったのを、振り返ると思います」とも語って
いるように、根底には教師自身の苦手意識があ
ったことは否めない。苦手意識は、「反対でき
る権利があれば、反対した」という語りからも
理解できる。
平成23年度になり、外国語活動に対して否
定的だった意識が徐々に変化していった。「意
図的に、あのう繰り返し繰り返し、まあ同じ言
葉だったり、まあいろんな言い方だったりを、
まあ遊びを通してやっていくうちに、いつかそ
れが子どもの耳にひっかかる言葉になったり、
フレーズになればいいというスタンスが認めら
れるということが分かった」（ 2 －②）外国語
活動の意図が理解されていったのだと考える。
また、筆者の言葉、「Ｂさん、もっと楽しく、
楽しくやってあげて……とおっしゃたんですよ
ね」（ 2 －③）ということが契機となって児童
が楽しむ授業を求めるようになっている。そし
て、「子どもが楽しむといった活動があったか
らこそ、あれだけ入ったんだろう」と、楽しい
授業によって児童が英語を聞き取れるようにな
ったのだと認識していた。（ 2 －④）が「私の
固定概念が崩れました」というように、意識変
容が生じている。外国語活動・小学校英語活動
は、外国語に慣れ親しむもの、楽しむものとい
うように考えが変わったのである。
「国語の発表、スピーチの場でも、ある子は
しゃべれないんですよ、班の中ですら、でも英
語だと、あのう、英語っぽくちゃんと言って」
というように、日頃級友の前で話せない児童
が、外国語活動の授業では話せるようになった
という事実に、価値を感じている。（ 3 －③）
そして、「自己有用感が低い子には有効な科目」
だと考えるようになっていった。また、「みん
なの前で間違えたことやっても恥ずかしくない
やっていった子が増えた」とも語っている。外
国語活動を通した児童の成長を意識していると
考えた。（ 3 －④）
研究指定を学校が受けたことについて、Ｂは
最初重荷だと感じていた。だが、「嫌だという
英語の概念が、変わったことは間違いない」、
「自分の固定概念で、しかもその固定概念が間
違ったままずっといるというのは、教員にとっ
て非常に不幸」と考えるようになっていった。
（ 1 －③）
そして、外国語活動に対して否定的だった考
えが、「外国語活動の時間については、やはり
楽しい時間というのを、第一に考えて組み立て
たい」（ 2 －⑤）というように変化した。
この意識の変容は、やらなければならないと
いった圧力の中で、外国語活動・小学校英語活
動に対する捉え方を変え、児童の授業を楽しむ
姿や成長する姿に触発されたことによると考え
た。
【事例 3：Ｃ（男性、25才）、教職経験 1年目、
H23年度 1年担任】　　　　　　 H24. 3. 8調査
Ｃは幼稚園児の頃より、中学生になった頃ま
で英会話教室に通っていた。中学生の時には進
学塾に通い、「英語の勉強自体は好き」で、「他
の教科よりも偏差値は高」かったそうである。
得意教科だったわけである。だが、中学 3 年生
で英検の準 2 級の試験に 2 回失敗してしまい、
「自信を無くしてしまって受けなくなってしま
った」と語っている。そして、「高校ではもう、
大学入試に向けた辛い思い」をしたと語ってい
る。
その後、関東地方の私立大学教育学部に進学
した。大学生の頃に、オーストラリアのメルボ
ルンに、40日間の語学留学をしており、その
間、ホームステイも経験した。彼はその思い出
を熱く語ってくれた。Ｃの語りから伝わってき
たことは、コミュニケーションのための英語を
実感したということである。
平成23年度に小学校教師として任用され、
Ｄ小学校で 3 年担任になり、就職直後に外国語
活動の研究指定に直面することになった。「ま
ず英語の授業って、どうやってやるんだろう」
と思ったそうである。そして、「ぼくは 3 年生
の担任ですけど、英語ノートもありませんし、
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決められたテキストもない中でどうやってカリ
キュラムを構成していったらよいのだろう」と
悩んだという。（ 1 －④）コミュニケーション
として英語という意識は実体験の中で培われて
いるが、授業者としてはどうすればよいか困っ
たのである。
それが、6 月の研究授業が契機となり、Ｃの
意識は変化していった。「最初は訳分かんない
じゃないかと不安に思って」いたと児童の反応
に不安を抱いていた。だが、児童の反応は不安
を吹き飛ばすものであった。「大人が子どもと
やっていてもとても楽しくて、子どもが楽しそ
うだとぼくもどんどん楽しくなって」きたと語
り、さらに「もう相乗効果というか、子どもた
ちもすごい楽しくなって」というようにも語っ
ている。（ 3 －⑤）
そして、外国語活動・小学校英語活動は「目
標ありきの活動なのですけど、それをどうやっ
て楽しく、子どもたちは楽しくなるかというこ
と、それを具体的に考えられるようになりまし
た」とも語っている。つまり、授業に対する姿
勢が芽生えたのだと考えた。（ 2 －⑥）そして、
4 月当初の不安で困った状態から、外国語活
動・小学校英語活動について、「子どもたちど
うやったら楽しんでくれるか、そして英語好き
になってくれるか」、「まずコミュニケーション
をと、進んで取って欲しい」という意識へと変
容していった。（ 3 －⑥）これは、外国語活
動・小学校英語活動の方法原理を理解し、児童
の授業を楽しむ姿に触発されたものであると考
えた。
【事例 4：Ｄ（女性、51才）、教職経験28年目、
H22年度 3年担任、H23年度 4年担任】
H24. 3 .6調査
Ｄは地方で育ち、小学生の頃に外国語に接す
ることは皆無であった。中学校や高校では、
「英語の勉強がたいへん」ではあるが、「まあ、
得意教科ではあった」と振り返っている。だ
が、「聞くとか会話は弱かった」と認識してい
る。別の地方の国立大学教育学部に進学する
が、そこでは、教養部で英語にふれたことがあ
るだけだったそうである。
教師になってからも、外国語とは縁遠い生活
を送っていたようである。英語は「外国語が導
入されるまではすっかり忘れてました」と語っ
ている。
平成22年度に校内研究で外国語活動が取り
上げられた時には、「実際に高学年じゃなかっ
たので、まあ一緒に研究とかしていたんですけ
ど、自分がやらないから、今一自分のものにな
っていないという感じ」だったと語っている。
つまり、当事者意識に欠けていたのである。
平成23年度には、ともかく勉強したという
ことである。研究指定によって、「無理無理そ
ういう状態に追い込まれて、やらなけりゃいけ
ないというか、だったのがよかったのかな」と
回想している。（ 1 －⑤）その中で、「この 1 年
通して、全部英語でなくてもいいな、授業中全
部英語でなくてもいいなって、使えるところで
使って、あとは日本語でもいいかなと、気楽に
考えれるようになったのは、すごく大きいと思
います」というように、外国語活動・小学校英
語活動の授業に対する緊張感が無くなってい
る。（ 2 －⑦）
そして、児童の成長に対して、「簡単な言葉
で英語でしゃべろうというのが、子どもたちに
なったのが、すごいいいなと思う」と評価して
いる。（ 3 －⑦）さらに、「小さい頃から簡単な
ことから教えていってあげれば、抵抗なく入れ
るかなと、すごく思いました」と考えるように
なっている。
Ｄの意識変容は、研究指定という強制的な圧
力の中で、Ｄなりの授業の方法原理を身に付
け、児童の成長していく姿に促されたものであ
ると考えた。
【事例 5：Ｅ（男性、29才）、教職経験 5年目、
H22年度 6年担任、H23年度 5年担任】
H24. 3. 5調査
Ｅは、中学 1 年の時の英語教師がビンゴや英
語の歌を活用した授業を行い、彼はそれを楽し
んでいた。「中学校 2 年生、3 年生の英語は本
当に面白くなかった、文法とか、教科書を写す
だけで、何も面白さを感じなかった」と感じて
いた。高校生の頃も、外国語学習には目が向い
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ていなかったようである。
関東地方の私立大学農学部に進学した。大学
生の頃に友人と海外旅行をして、「自分たちで
あっちの人とコミュニケーションを取ったりご
飯を食べたり」したことが、「もうめちゃくち
ゃ面白かったです」と回想している。他国の人
たちとコミュニケーションを取る楽しさを味わ
ったのである。
教師の家庭に育ったこともあり、通信教育で
小学校教諭の免許を取得して教員生活を始め
た。教師生活 2 年目に、JICAからアフリカの
マラウイに派遣された友人を、現地に訪ねてい
る。「生活水準低いんだけどは、日本人より楽
しそうにしている」ことを、実際に「経験でき
たというのは、すごいよかった」と感じてい
た。実体験の重要さを感じていた。
だが、外国語活動の授業に対しては、「 1 年
目は何していいか分からないというか、本当に
もうALTがやってるんのを、後ろで聞いてい
るだけ」だったそうである。
平成22年の校内研究が始まり、「若い先生も
ベテランも関係ないので、面白い研究」だと感
じている。そして、「若い先生とベテランの先
生がいろんな意見出し合って、しっくりはまっ
たというか、面白い授業ができたので、よかっ
たかなあと思う」と、授業研究に対して満足感
を示している。外国語活動に対する抵抗感は、
ここではあまり感じられない。そして、「外国
語は将来、あの子たちが、世界のこんな国に行
ってみたいとか、あんな国に行ってみたいと
か、ていうようになって欲しいとうのがすごい
あります」と語っている。Ｅにとっては、外国
語は他国の人たちとコミュニケーションを取
り、夢を広げるものとして捉えられていると考
える。（ 2 －⑧）
平成23年度になり研究指定が始まった。「外
国語の授業、あの子たちはすごい楽しくて、や
ってくれました」と語っているように、児童が
喜んで活動する姿を喜んでいる。（ 3 －⑧）そ
して、「研究発表を経て、いろんなことを、い
ろんな方面からというんですかね、あの先生は
こういう授業をやる、この先生はこういう授業
をやるというのを見た中ですかね、ああこうい
うふうにやっていきたいなというのができた」
というように、研究指定によって学ぶことがで
きたと感じている。（ 1 －⑥）そして、「授業や
りなさいと言われたら、今ならばいいですと言
える」というように、外国語活動の授業に自信
を示している。
そして、Ｅは「将来的には 6 年生までに、こ
んなことを身に付けたらなあ、子どもが思って
くれたらなあということを明確にしていきた
い」と前向きな姿勢を示すようになっていっ
た。これは、研究指定を受けて学ぶ中で授業に
対する自信をつけ、児童が喜んで活動する姿に
触発されたものであると考えた。
【事例 6：Ｆ（男性、45才）、教職経験22年目、
H22年度 5年担任、H23年度 6年担任】
H24. 2. 8調査
Ｆは小・中・高・大学生の頃に、あまりコミ
ュニケーションとして英語にふれることはなか
った。その後、関東地方の私立大学文学部教育
学科に進学した。
小学校教師になり、Ｄ小学校の前任校で、外
部講師による小学校英語活動の授業に接する機
会があった。また、外国語活動の校内研究にも
取り組んだ。「英語なんて、ぼくらの世代では
教員免許取るときには全然ないものだし、ない
ものを教える、でも教える限り責任がある」と
悩んだそうである。
平成22年度にＤ小学校に転勤になり、校内
研究の研究推進委員長の役が与えられた。その
職務を推進する中で、英語を教えなければなら
ないという意識から、「子どもたちにコミュニ
ケーションを進んで図ろうとする気持ちを持っ
てもらうために、外国語活動をどう使うのか」
（ 1 －⑦）という考え方に変化していった。
平成23年度に研究指定を受け、研究推進委
員長としてＦは外国語活動について学び、「慣
れ親しむこと」、「文化理解を深めること」、「コ
ミュニケーションを図れること」の 3 点に重点
を置いて研究授業を進めようという方針を出し
た。（ 2 －⑨）そして、「授業研究が早い段階か
ら、今年は、今年度は始まりましたけど、もう
1 年生が最初にやりますって、Ａ先生、やりま
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すって言われて、そのうち 3 年生の若い、彼
が、Ｃくんが、じゃあぼくやります」というよ
うに、同僚教師が積極的な姿勢を示してくれた
ことを喜んでいる。
そして 2 年間を振り返り、「外国語ありきで
はなくて、コミュニケーション、それから異文
化理解、そういったものをやってく中で、外国
語活動ってもの果たす役割が大きい」と語るよ
うに、コミュニケーションや異文化理解という
概念が、Ｆの考えの大きな部分を占めるように
なっていた。（ 2 －⑩）また、児童の成長につ
いて「英語で何かを伝えようという意識、が子
どもさんたちには前より出てきました」と捉え
ており、それに対して「ありがたいなと思いま
したね、で、逆に責任を感じました」とも語っ
ている。（ 3 －⑧）児童の成長の様子を嬉しく
思い、それに触発されているのである。
そして、「まあ外国語活動、来年はいいやと
いうことにならない」ようにしたいというよう
に、積極的な姿勢になっていた。このような意
識の変容は、外国語活動のコミュニケーション
を中心とした授業原理が理解でき、授業実践を
繰り返すうちに自信を持つようになり、児童の
成長を喜び、一層前向きなものへとなっていっ
たのだと考えた。
７．6名の小学校教師の意識変容の事例から見
えたこと
今回の 6 名の小学校教師への意識調査の目的
は、外国語活動・小学校英語活動の研究指定校
研究に取り組むことが、小学校教師の意識にど
のような影響を及ぼしているかを明らかにする
ことである。
この 6 名のうち、ＣとＥは大学生の頃に外国
語によるコミュニケーションの楽しさを味わっ
ている。Ａも少し味わう機会があり、英語を話
すことへの憧れをいだいていたが、教科として
の英語には苦手意識を持っていた。ＢとＤは、
中学校や高校の英語は比較的に得意教科だった
が、会話に対しては、自分はできないと認識し
ている。Ｆは、コミュニケーションとして英語
にふれる機会はほぼなかった。教員になり、前
任校では外国語活動に関わってきた。ＣとＥ以
外は、コミュニケーションとしての英語を経験
していないと言える。
6 名に共通していることは、英語を専門とし
ていないことと、外国語活動の校内研究が始ま
った時に、如何に授業をしたらよいかを不安に
思ったり、困惑したりしたことである。
6 名の小学校教師の意識変容の要因には、大
きく分類すると三つ要素があった。
①　研究指定に対する意識に関すること
② 　コミュニケーション重視等の外国語活動
の授業やその成果に関すること
③ 　外国語活動の授業を楽しむ児童の姿等の
児童の様子に関すること
では、まず「①研究指定に対する意識に関す
ること」から検討したい。Ａは、「いよいよ自
分もT1になって指導案作りから、ALTが先生
でいないというとこでやっていくのが、やっと
実感として持たされるというのが…」（1－①）
というように研究指定によって、自分が当事者
になったと認識している。そして、「どうせや
るんならいろんな人に見て欲しい、広めたいと
いうのはあった」（ 1 －②）と語っているよう
に、やらなければならないのであれば、よりよ
いものにしたいと思っている。Ｂは研究指定を
重荷に感じていたが、「嫌だという英語の概念
が、変わったことは間違いない」（ 1 －③）と
感じている。Ｃは、「まず英語の授業って、ど
うやってやるんだろう」（ 1 －④）というよう
に困惑し、そこから授業研究が始まっている。
Ｄは「無理無理そういう状態に追い込まれて、
やらなけりゃいけないというか、だったのがよ
かったのかな」（ 1 －⑤）と感じている。Ｅは、
研究指定というよりも校内研究についてである
が、「研究発表を経て、いろんなことを、いろ
んな方面からというんですかね、あの先生はこ
ういう授業をやる、この先生はこういう授業を
やるというのを見た中ですかね、ああこういう
ふうにやっていきたいなというのができた」
（ 1 －⑥）というように学びが充実したことに
満足している。Ｆは研究推進委員長として学び
続ける中で、「子どもたちにコミュニケーショ
ンを進んで図ろうとする気持ちを持ってもらう
ために、外国語活動をどう使うのか」（ 1 －⑦）
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Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄの発言から見えたことは、研
究指定という強制的な圧力によって、当事者意
識を持ったことである。Ｅの発言からは強制的
な圧力を伺うことができるものはなく、寧ろ学
びを楽しんでいる。Ｆは研究推進委員長として
どうすべきかを考えている。Ｆの責任の重さか
ら考え、研究指定の圧力はかなり働いているの
ではないかと推察される。Ｅの発言のように余
裕を感じさせるものもあるが、その他は、不安
や困惑の状況から、前向きに動き出すために
は、研究指定という強制的な圧力が働いて前進
したのだと考えた。
次に、「②コミュニケーション重視等の外国
語活動の授業やその成果に関すること」に関す
ることについて検討したい。Ａはまず、「積極
的に、自分から関わるようになりました」、「と
にかく人と関わるというのを1年間やったおか
げで、人のことを気にできるようになりまし
た」（ 2 －①）というように、コミュニケーシ
ョンにおける児童の成長に目が向いている。Ｂ
は、「子どもが楽しむといった活動があったか
らこそ」（ 2 －④）、児童が英語の聞き取りがで
きるようになったと認識している。Ｃは、「目
標ありきの活動なのですけど、それをどうやっ
て楽しく、子どもたちは楽しくなるかというこ
と、それを具体的に考えられるようになりまし
た」（ 2 －⑥）というように、楽しめる授業を
するという方法論を捉えている。Ｄは、「この
1 年通して、全部英語でなくてもいいな、授業
中全部英語でなくてもいいなって、使えるとこ
ろで使って、あとは日本語でもいいかなと、気
楽に考えれるようになったのは、すごく大きい
と思います」（ 2 －⑦）というように、自分な
りの授業の構えを身につけていったと考える。
Ｅは、「外国語は将来、あの子たちが、世界の
こんな国に行ってみたいとか、あんな国に行っ
てみたいとか、ていうようになって欲しいとう
のがすごいあります」（ 2 －⑧）というように
コミュニケーションを重視した考え方をしてい
る。Ｆも、「外国語ありきではなくて、コミュ
ニケーション、それから異文化理解」（ 2 －⑩）
というようにコミュニケーション重視の考え方
になっている。
Ａ、Ｅ、Ｆは授業実践を進める中で、教科と
しての英語、受験のための英語ではなく、コミ
ュニケーション重視の外国語活動の授業原理を
身に付けていった。ＢとＣは、楽しい授業創り
に傾倒していった。Ｄは日本語交じりの授業で
よいという自分の考えに至ったのである。彼ら
が苦手とした教科としての英語とは異なること
を理解したのである。
では、「③外国語活動の授業を楽しむ児童の
姿等の児童の様子に関すること」について検討
したい。Ａは、「子どもたちもちょっといつも
の授業とちがった面が見られたりすると、さら
に私も楽しくなって、じゃあ次はこういうのや
ろうかなあと改善されたりですとか…」（ 3 －
①）というように、児童の授業を楽しむ姿に自
分も楽しくなっている。Ｂは、「みんなの前で
間違えたことやっても恥ずかしくないやってい
った子が増えた」（ 3 －④）と語っている。Ｂ
の授業に対する考え方は楽しい授業であり、そ
れを実践してきたことから考え、楽しい授業の
結果、児童が成長したと認識していると捉えて
いる。Ｃは、「子どもが楽しそうだとぼくもど
んどん楽しくなって」（ 3 －⑤）、「子どもたち
どうやったら楽しんでくれるか、そして英語好
きになってくれるか」（ 3 －⑥）というように
児童の授業を楽しむ様子に大きなインパクトを
受けている。Ｄは、「簡単な言葉で英語でしゃ
べろうというのが、子どもたちになったのが、
すごいいなと思う」と評価している。（ 3 －⑦）
というように児童の成長を評価している。Ｅ
は、「外国語の授業、あの子たちはすごい楽し
くて、やってくれました」（ 3 －⑧）というよ
うに児童の姿を喜んでいる。Ｆは、「英語で何
かを伝えようという意識、が子どもさんたちに
は前より出てきました」、「ありがたいなと思い
ました」（ 3 －⑧）と語っているように児童の
成長を喜んでいる。
Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｅは児童が楽しく活動する姿に
大きなインパクトを与えられていると考えた。
ＤとＦは、コミュニケーションにおける児童の
成長に目を向けている。前者と後者では観点は
異なるが、児童の成長に対して喜びを感じてい
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まとめると、大きな流れとしては、研究指定
という強制力によって自分の問題として外国語
活用を捉えるようになり、彼ら自身が経験して
きた教科としての英語、受験のための英語とは
異なる、コミュニケーション重視の外国語活動
の授業原理を理解して実践を重ね、児童が楽し
く活動したり成長したりという姿に間近にふ
れ、外国語活動の授業に価値を見いだし、意識
を変容させていったのである。
８．おわりに
本事例研究では、研究指定による強制的な圧
力、授業原理の獲得、児童の授業を楽しみ成長
する姿が、教師の意識を前向きなものに変化さ
せたという結論を得た。
筆者は、本研究以前に東京都江戸川区Ｂ小学
校とＣ小学校を取り上げた外国語活動の研修に
関する事例研究を行っている。Ｂ小学校の研究
では、「外国語活動が、小学校現場に無理なく
定着するためにも、Ｂ小学校の例にあるよう
に、支え合う職場の仲間による自由な対話と協
同的な研究活動を大切」（20）という結論を得た。
また、Ｃ小学については、「ロールモデルにな
る同僚やその実践があることも大きな影響を及
ぼした」（21）と指摘している。
筆者は、全国の小学校が職場の集団と校内研
究とを重視して、外国語活動等の新たな教育課
題に邁進することを願ってやまない。本研究が
そのための一助となれば幸甚である。
【註】
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